
【解説文】 

県では、従業員の目線に立った「働きやすさの追求」と業務プロセスの見直し等を通じた

「生産性向上の取組」を効果的に組み合わせることで、労働力確保と企業の成長を実現す

る「働いてもらい方改革」を推進しています。 

 

このたび、県内中小企業における「働いてもらい方改革」の推進を図るため、経営者によ

るトップダウンだけでなく、社内全体で意識改革を進め、それぞれの階層に必要となるノ

ウハウを身に付けていただけるよう、新たに階層別研修を開催します。 

 

第１弾として、工場長、製造部門管理者を対象に、「人が活躍し続ける現場づくり実践講

座」を行い、本日から参加者を募集します。 

 

５日間の講義を通して、主に生産性向上の取組を中心に、「働いてもらい方改革」のポイン

トについて学んでいただきます。研修では、優良事例集で紹介している企業の現地視察に

加え、経営層や現場リーダーと直接 意見交換を行うことができます。 

 

また、第２弾として、経営・人事担当者を対象に、「人が集まり、定着し、活躍する組織づ

くりを考える３日間」をテーマとした研修について、８月２６日から募集を開始します。 

 

３日間の講義を通して、主に働きやすさのための制度設計について学んでいただきます。

研修では、優良事例集で紹介している企業の経営層との意見交換も行います。 

 

第３弾は女性リーダー向け、第４弾は若手・新入社員向けの研修を実施します。９月中旬

以降、順次募集を開始していく予定です。 

 

「働いてもらい方改革」に実際に取り組み、成果を上げている企業の方から直接話を聞い

たり、参加者同士のネットワークづくりができる貴重な機会ですので、ぜひご参加くださ

い。 


